
2025年度量子コンピュータ用超伝導フィルタのモジュールの開発
補助事業

【背景と目的】これまでに量子コンピュータに使われている読み出し用フィルタに超伝導技術

を導入することで，小型・高性能化に成功した．今後，量子コンピュータの量子ビット数の増加に
伴い，数100個の読み出し用フィルタが必要になる．しかしながら，大量の超伝導フィルタを個々
に扱うのは数が多く煩雑になる．
そこで，複数の超伝導フィルタを1つのパッケージに収めた超伝導フィルタモジュールを開発す
る．

【結果】本研究では複数の超伝導フィルタを備えた超伝導フィルタモジュールを開発するため
に5つの課題に取り組んだ．すべての課題を解決し，作製した超伝導フィルタモジュールのプロト

タイプを下図に示す（一部課題は未実装）．ほぼ目的を満たす超伝導フィルタモジュールの開発
に成功した．

【今後の予定】開発した超伝導フィルタモジュールを超伝導量子コンピュータに導入するため

に，残された課題に取り組む．

この研究は2025年度JKA財団の補助を受けて実施しました
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